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特 集

〈
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
防
災
士
に
な
り
ま
し
た
か
？
〉

・�

地
域
の
た
め
に
何
か
役
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
思
い
、
防
災
・
減
災
へ
の
遅
れ
を
感
じ
挑
戦
し
、

ふ
じ
の
く
に
防
災
士
・
日
本
防
災
士
を
取
得
し
た
。

・�

地
区
の
防
災
組
織
強
化
の
た
め
取
得
し
た
。
伊
東

沖
の
海
底
火
山
噴
火
を
体
験
し
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
。

・�

仕
事
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
携

わ
り
、
そ
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
た
め
取
得
し
た
。

・�

水
害
の
多
い
地
区
に
住
ん
で
い
る
た
め
、自
治
会
・

防
災
活
動
に
か
か
わ
る
中
で
地
元
の
防
災
意
識
の

希
薄
さ
を
感
じ
、
知
人
の
薦
め
も
あ
り
取
得
し
た
。

・�

連
合
自
治
会
役
員
の
時
に
防
災
連
絡
会
を
立
ち
上

げ
た
際
、
紹
介
さ
れ
受
験
し
て
取
得
し
た
。
昭
和

57
年
の
台
風
被
害
を
経
験
し
た
た
め
、
防
災
に
関

心
が
あ
っ
た
。

・�

地
区
の
自
主
防
災
会
会
長
と
な
り
、
危
機
管
理
課

か
ら
資
格
取
得
の
紹
介
が
あ
り
取
得
し
た
。
市
の

防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
も
頻
繁
に
受
講
し
意
識

を
高
め
て
い
る
。

・�

ふ
じ
の
く
に
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
に
恩
師
が
勤
め

て
お
り
、
女
性
の
防
災
士
が
少
な
い
の
で
受
講
し

な
い
か
誘
わ
れ
て
取
得
し
た
。
取
得
す
る
こ
と
で

防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
。
皆
さ
ん
に
も
薦
め
た
い
。

〈
ふ
じ
の
く
に
防
災
士
の
資
格
を
取
る
た
め
に
必
要
な

日
数
、
経
費
は
ど
の
程
度
で
す
か
？
〉

・�
１
カ
月
の
間
に
７
日
間
25
講
座
程
度
を
、
１
講
座

60
分
か
ら
１
５
０
分
で
受
講
す
る
（
Ａ
コ
ー
ス
）。

静
岡
や
浜
松
市
内
の
大
学
で
講
義
を
受
け
、
８
割

程
度
出
席
す
る
こ
と
で
ふ
じ
の
く
に
防
災
士
に
認

定
さ
れ
る
。

・�

ふ
じ
の
く
に
防
災
士
の
受
講
料
、
講
義
会
場
へ
の

交
通
費
に
つ
い
て
は
市
か
ら
補
助
が
あ
る
。

※�

主
に
土
日
に
開
催
す
る
10
日
間
の
Ｂ
コ
ー
ス
も
あ

り
、
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
実
施

さ
れ
た
。

〈
市
民
対
象
の
防
災
講
演
会
や
出
前
行
政
講
座
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
？
〉

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
特
集
ペ
ー
ジ
で
す
。

今
回
は
、
知
見
・
体
験
を
活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
災
害
に
対
す

る
備
え
や
意
識
が
少
し
で
も
向
上
で
き
れ
ば
と
、
活
動
し
て
い
る
防

災
士
の
皆
さ
ま
に
聴
き
ま
し
た
。

市
民
の
防
災・減
災
意
識
の
向
上
へ

防
災
士（
菊
川
市
）に
聴
き
ま
し
た

「
あ
な
た
は
、安
心
安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
ま
す
か
」「
災
害
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
か
」

・�

防
災
士
会
で
は
危
機
管
理
課
か
ら
の
依
頼
で
、
出

前
行
政
講
座
の
講
師
を
行
っ
て
い
る
。
避
難
所
運

営
委
員
会
や
自
主
防
災
会
の
役
員
を
中
心
に
年
10

回
程
度
行
っ
た
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
※
１
）

や
地
図
を
使
っ
て
危
険
個
所
を
見
つ
け
対
策
を
検

討
す
る
訓
練
の
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
※
２
）、
避
難
所
の
運
営

対
応
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
行
う
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
※
３
）な
ど

の
講
座
が
あ
る
。
是
非
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

防災教育の実施風景

※１「マイ・タイムライン」　台風や大雨の水害等、これから起こるかもしれない災害に対し、
一人ひとりの家族構成や環境に合わせて、あらかじめ作成する自分自身の避難行動計画

※２「DIG（ディグ）」　参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練 菊川市議会だより 議会のひろば　01



・�
小
中
学
生
を
対
象
に
課
外
授
業
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
や
防
災

教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
女
性
や
障
が
い
者
等

の
団
体
に
も
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。

〈
地
震
や
水
害
時
に
対
す
る
意
識
を
、
各
自
が
ど
の
よ

う
に
備
え
て
お
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
〉

・�

地
震
の
備
え
と
し
て
は
、
先
ず
自
宅
の
耐
震
化
や

家
具
等
の
転
倒
防
止
に
よ
り
、
地
震
に
強
い
家
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・�

大
雨
の
時
は
屋
外
の
防
災
無
線
は
聞
こ
え
に
く
い

の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
各
家
庭
に
設
置
し
て
お
い

た
方
が
良
い
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
市
か
ら
借
り
ら

れ
る
こ
と
を
周
知
す
る
。

・�

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
各
戸
配
布
さ
れ
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
意
味
と
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
ど
ん
な
状
態
で
あ
る

か
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
た
、
そ
の
中
に
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
活
用
で
き
る
よ
う
備
え
て
ほ

し
い
。

〈
今
後
は
女
性
も
防
災
活
動
に
参
画
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
？
〉

・�

地
元
の
防
災
会
で
女
性
委
員
の
増
員
を
要
請
し
た
。

５
名
の
女
性
委
員
が
で
き
、
副
会
長
も
女
性
の
方

に
お
願
い
し
て
い
る
。
結
局
、
男
女
と
も
こ
の
よ

う
な
活
動
は
男
性
が
や
る
も
の
と
い
う
考
え
が
あ

る
。
こ
の
意
識
改
革
を
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
。

・�

女
性
の
参
画
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
達
特
に
中
学

生
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
広
げ
て
い
く
の
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
県
の
ジ
ュ
ニ
ア
防

災
士
の
養
成
に
も
防
災
士
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

〈
市
民
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
？
〉

・�

防
災
対
策
を
何
も
実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
世
帯

が
４
割
程
度
あ
り
、
若
い
世
代
で
は
半
数
以
上
と

い
う
報
告
が
あ
る
。
防
災
に
つ
い
て
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
大
切
で
あ
る
。

　
先
ず
は
家
族
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
。

・�

こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

対
し
、
１
週
間
分
の
食
料
・
水
・
ト
イ
レ
な
ど
の

備
え
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
中
学
生
を
は
じ
め

と
し
た
若
い
世
代
の
力
を
ど
う
取
り
入
れ
て
い
く

か
が
重
要
だ
と
思
う
。
自
助
、
共
助
を
中
心
に
地

域
で
の
助
け
合
い
が
必
要
と
な
る
。

〈
議
会
や
行
政
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
や
伝
え
た
い
こ

と
は
？
〉

・�

避
難
所
の
場
所
や
設
備
に
つ
い
て
、
再
度
真
剣
に

検
討
し
、
都
市
計
画
の
中
で
の
治
水
対
策
も
着
実

に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

・�

減
災
対
応
に
つ
い
て
、
行
政
主
導
か
ら
市
民
自
ら

が
行
動
を
起
こ
す
方
向
へ
議
会
と
し
て
導
い
て
ほ

し
い
。

・�

災
害
対
策
や
対
応
に
関
し
、
縦
割
り
行
政
の
感
が

あ
る
。
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
平
時
か
ら

横
断
的
・
継
続
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
こ
と
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
取
材
協
力
〉

　
猪
又　
　
猛
さ
ん

　
落
合　
岐
良
さ
ん　
　
伊
藤　
芳
男
さ
ん

　
石
井　
水
穂
さ
ん　
　
北
沢　
俊
一
さ
ん

　
杉
山　
哲
昭
さ
ん　
　
藤
原
万
起
子
さ
ん

※３「HUG（ハグ）」　Ｈ（hinanzyo 避難所）　Ｕ（unei 運営）　Ｇ（game ゲーム）の頭文字
を取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味

　避難者を優しく受け入れる避難所のイメージと重ね合わせて名付けたもの02　菊川市議会だより 議会のひろば



2
月
定
例
会　
審
議
結
果

会
期　
43
日
間　
令
和
３
年
２
月
15
日
～
３
月
29
日

議案
番号 議案名

結　
果

東　
　
和
子

須
藤　
有
紀

渡
辺　
　
修

渥
美　
嘉
樹

坪
井　
仲
治

織
部
ひ
と
み

小
林　
博
文

横
山　
陽
仁

織
部　
光
男

西
下　
敦
基

赤
堀　
　
博

鈴
木　
直
博

倉
部　
光
世

山
下　
　
修

内
田　
　
隆

横
山　
隆
一

松
本　
正
幸

議案
第９号

令和３年度菊川市一般
会計予算（修正案）

否
決× × × × × × × × ○ × × × × × × ○ －

令和３年度菊川市一般
会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

議案
第16号

令和３年度菊川市下水
道事業会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第20号

菊川市副市長の選任に
ついて

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第21号

菊川市監査委員の選任
について

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　※議長（松本正幸）は採決に加わらない。
すべての議案名および審議結果は菊川市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

賛否が分かれた議案一覧表

発 議
1件

議 案
25件

報 告
4件

令
和
３
年
度
予
算

税
金
の
使
い
道
を
チ
ェ
ッ
ク

　
令
和
３
年
度
の
各
会
計
の
予
算
案
が
市
長
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

令
和
３
年
３
月
11
日
、
12
日
、
15
日
、
16
日
に
一
般
会
計
予
算
決
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
て
審
査
し
、
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
予
算
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年度菊川市各会計当初予算額
� （単位：千円）

会　　計　　名 当初予算額 前年度との比較

一般会計 19,105,000 △ 681,000

国民健康保険特別会計 4,591,298 △ 37,318

後期高齢者医療特別会計 495,816 10,922

介護保険特別会計 3,713,956 231,431

土地取得特別会計 1 △ 3

病院事業会計 6,696,729 25,960

水道事業会計 1,890,122 110,029

下水道事業会計 1,102,540 △ 245,350

総　　合　　計 37,595,462 △ 585,329

菊川市議会だより 議会のひろば　03



Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
者
数
と
目

標
は
。
導
入
か
ら
こ
れ
ま
で
の
効

果
の
検
証
は
。

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
は
、
今
年
１
月
８
日
に
運
用

を
開
始
。
３
月
11
日
現
在
の
友
だ

ち
数
は
４
５
２
９
人
で
、
令
和
３

年
度
の
目
標
を
茶
こ
ち
ゃ
ん
メ
ー

ル
の
登
録
者
数
を
超
え
る
６
５
０�

０
人
と
し
て
い
る
。
導
入
か
ら
２

カ
月
で
４
５
０
０
を
超
え
る
登
録

者
数
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
情
報
を
は

じ
め
市
政
、イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
画

像
と
共
に
プ
ッ
シ
ュ
通
知（
※
１
）

で
き
る
情
報
伝
達
手
段
を
追
加
し

た
事
は
、
情
報
を
入
手
す
る
側
の

利
便
性
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
健
診
情
報
等
は
セ
グ
メ
ン
ト
配

信（
※
２
）機
能
を
活
用
し
、
生
ま

れ
た
年
と
月
の
登
録
情
報
を
基
に

対
象
児
を
絞
っ
て
配
信
す
る
等
、

よ
り
細
か
な
情
報
配
信
を
行
っ
て

い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
収
納
業
務

と
は
。
ま
た
、
費
用
対
効
果
は
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ま
た
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
で
支
払
い
方
法
等
の

設
定
後
に
、
現
金
用
の
納
付
書
に

あ
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

税
金
や
料
金
の
支
払
い
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
現
在
コ
ン
ビ
ニ
収

納
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
既
存
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
係
る
デ
ー
タ
連

携
シ
ス
テ
ム
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
を
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
し
て
追
加
す
る
だ
け
で
使
用
可

能
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト（
※
３
）や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト（
※
４
）は
発
生
し
な
い
。

費
用
は
納
付
が
あ
っ
た
際
の
手
数

料
の
み
で
あ
る
。
現
在
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
収
納

に
係
る
集
計
機
能
が
な
く
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
納
付
し
た
税
額

等
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費

と
し
て
約
28
万
円
を
予
算
計
上
し

た
。
効
果
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ

ニ
に
行
か
な
く
て
も
納
付
で
き
る

点
や
非
接
触
で
納
付
で
き
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
効
果
が
あ
る
。

１
％
地
域
づ
く
り
活
動
交
付

金
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
の

交
付
額
は
。
イ
ベ
ン
ト
を
縮
小
す

る
団
体
が
多
い
が
、
事
業
費
の
見

直
し
や
効
果
の
検
証
は
行
わ
れ
た

の
か
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
の

交
付
額
は
、
当
初
予
算
で
は
交
付

上
限
額
の
１
２
０
０
万
円
で
計
上
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
総

額
で
１
１
２
０
万
５
０
０
０
円
の

申
請
状
況
で
あ
る
。
多
く
の
地
区

で
開
催
し
て
い
た
運
動
会
が
様
々

な
理
由
で
中
止
す
る
地
区
が
増
え

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
も

あ
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
祭
り
を
は

じ
め
多
く
の
事
業
が
中
止
、
規
模

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
令
和

２
年
度
は
事
業
が
中
止
や
縮
小
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
準
備
費
用
は

交
付
金
の
対
象
と
し
、
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
等
を
目
的
に
、
予

期
せ
ず
か
か
っ
た
費
用
に
も
柔
軟

な
対
応
を
行
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
て

き
た
。敬

老
会
の
会
場
は
。
会
場
へ

の
往
復
、
客
席
か
ら
ト
イ
レ
へ
の

誘
導
等
に
支
障
は
な
い
か
。

連
合
自
治
会
の
代
表
と
相
談

を
重
ね
た
結
果
、
会
場
は
ア
エ
ル

大
ホ
ー
ル
。
会
場
へ
の
往
復
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
会
場
か
ら
ア

エ
ル
ま
で
バ
ス
で
の
送
迎
を
考
え

て
い
る
。
バ
ス
か
ら
会
場
、
客
席

と
ト
イ
レ
へ
の
往
復
等
に
つ
い
て

は
、
六
郷
地
区
の
敬
老
会
が
ア
エ

ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
介

助
が
必
要
な
方
の
同
伴
者
席
も
十

分
確
保
で
き
る
こ
と
等
か
ら
、
大

き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

審
査
に
お
い
て

こ
ん
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た

地区センター祭り

※１「プッシュ通知」　ユーザーが操作をしなくてもアプリ
側から自動的に送信されてくる通知

※２「セグメント配信」　配信先を条件別に分類し、それぞ
れの相手に必要な情報をメールで配信すること

※４「ランニングコスト」　維持費用：購入し
た物資などを継続的に使うための費用

※３「イニシャルコスト」　初期費用：何か物
事を始めるにあたり、最初にかかる費用
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小
学
３
年
生
以
上
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
持
ち
帰
り
に
保
険
が
か
け
ら
れ

た
。保
険
料
は
家
庭
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
が
、
学
校
の
教
育
方
法
が

変
わ
っ
た
た
め
で
あ
れ
ば
公
費
で

負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

機
械
そ
の
も
の
に
保
険
を
掛

け
る
の
で
あ
れ
ば
公
費
負
担
も
考

え
ら
れ
る
が
、
高
額
の
保
険
料
と

な
っ
て
し
ま
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
と
も
協
議
し
、
学
校
生
活
全

般
を
保
証
す
る
個
人
賠
償
と
い
う

形
の
セ
ッ
ト
保
険
と
し
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
専
用
で
は
な
く
、
学
校
生

活
全
般
で
他
人
に
怪
我
を
さ
せ
た

と
か
通
学
途
中
で
事
故
に
あ
っ
た

等
の
補
償
も
含
め
た
総
合
ス
ク
ー

ル
保
険
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
安

価
に
な
る
よ
う
に
保
険
会
社
と
相

談
を
し
て
パ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

図
書
館
の
生
命
線
で
あ
る
図

書
費
が
１
０
０
万
円
ず
つ
下
が
っ

た
。
健
全
運
営
へ
の
考
え
方
は
。

例
年
は
各
館
７
０
０
万
円
ず

つ
合
計
１
４
０
０
万
円
分
購
入
し

て
い
た
が
、
１
０
０
万
円
ず
つ
減

額
し
各
館
６
０
０
万
円
ず
つ
、
合

計
で
１
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

予
算
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
図
書
の
購
入
冊
数
は
年
間
１�

２
５
０
冊
ほ
ど
少
な
く
な
る
。
健

全
運
営
へ
の
対
応
策
と
し
て
は
、

両
館
で
同
じ
も
の
を
購
入
し
な
い

等
の
工
夫
が
さ
ら
に
必
要
と
な
る

た
め
、
各
館
で
収
集
資
料
の
役
割

分
担
の
見
直
し
が
重
要
と
な
る
。

図
書
費
の
減
額
は
、
必
要
な
資
料

を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
面
の
問
題
が
生
じ
る

が
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
あ

り
工
夫
を
し
な
が
ら
購
入
す
る
。

小笠図書館

一 般 質 問 代 表 質 問 
議会の映像配信をご覧いただくには

録画映像は
こちらから
ご覧になれます

生中継は
こちらから
ご覧になれます

菊川市議会 検索

まずは、菊川市ホームページ内
菊川市議会トップページへ

ここをクリック

代表質問とは?

一般質問とは?

本会議の生中継や録画映像をインターネットに
より配信していますので、ぜひご覧ください。
また、会議録はホームページ、市役所４階議会
図書室、菊川文庫、小笠図書館で閲覧できます。

　２月定例会において、市長の施
政方針および予算編成方針の内容
や考え方を、会派の代表者が質問
します。
質問会派：

「みどり21」「市民ネット」

　市議会議員が市に対して、市民
の皆さんの生活にかかわる大切な
ことを質問します。
　あなたの生活にかかわる質問は
ありますか？
質問議員：12名
※議員名の下の（　 ）は、所属する会派

または政党を示します。
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組
合
の
再
編
、
茶
園
集
積
等
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
高
い
意
識
を
持
ち
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者
の
支

援
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
茶

業
関
係
者
と
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
り
を
明
確
に
し
て
い
く
。

価
格
の
低
迷
は
、
需
用
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
と
い
う
説
も

あ
り
、
も
う
少
し
原
点
を
洗
い
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
題
点
を
し
っ
か
り
洗
い
出
す
こ

と
が
大
切
で
、
茶
業
の
低
迷
す
る
原
因

を
探
り
な
が
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
併
時
の
目
標
は
「
み
ど
り
次
世

代
」
で
あ
り
、
住
み
良
さ
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
緑
の
豊
さ
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。
緑
の
豊
か
さ
を
武
器
と

し
、
緑
化
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
な
い
か
。

緑
化
推
進
は
、
人
々
に
潤
い
や
安

ら
ぎ
を
与
え
観
光
資
源
と
な
る
他
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
雨
水
流
出
抑
制
等
の

役
割
り
も
あ
る
。
各
種
計
画
に
お
い
て

も
緑
化
の
位
置
付
け
が
さ
れ
て
お
り
、

緑
に
触
れ
合
う
機
会
を
通
じ
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
共
に
汗
を
か
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
行
き

た
い
。税

収
が
減
り
、
厳
し
い
予
算
へ
の

対
応
と
財
源
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

事
業
全
般
に
つ
い
て
、
必
要
性
と

効
果
を
再
確
認
し
財
源
配
分
の
重
点
化

を
進
め
る
。企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、税

収
入
や
雇
用
等
菊
川
市
を
将
来
持
続
可

能
と
す
る
た
め
に
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
全
庁
で
対
応
し
て
い
く
。

　
他
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

東
京
を
中
心
と
し
た
人
口
の
一
極

集
中
が
続
き
地
方
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
で
、
菊
川
市
は
小
学
校
区
を

大
切
に
し
た
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、

地
域
ご
と
独
自
の
活
動
に
よ
り
地
域
づ

く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
各
地
域
に
住

み
良
い
地
域
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
市

全
体
の
住
み
良
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
が
、
今
後
に
お
け
る
市
長
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

将
来
を
見
据
え
た
効
率
的
か
つ
計

画
的
な
土
地
利
用
や
都
市
機
能
の
確
保

を
的
確
に
進
め
つ
つ
、
３
つ
の
都
市
拠

点
と
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
11

の
生
活
活
動
拠
点
の
充
実
、
拠
点
間
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
快
適

で
利
便
性
の
高
い
環
境
づ
く
り
に
沿
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
際
に
各
自

治
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書
等
に
つ
い

て
、
実
施
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
理

由
を
明
確
に
告
げ
、
行
政
と
の
信
頼
関

係
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か
。

担
当
課
で
受
付
後
、
部
長
・
副
市

長
・
市
長
へ
周
知
す
る
流
れ
と
な
っ
て

い
る
。
要
望
内
容
を
確
認
し
鋭
意
努
力

し
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
信
頼
関
係

を
大
切
に
し
、
適
切
に
処
理
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
作
成
時
に
出
さ
れ
た
地
域
別
構
想

に
つ
い
て
も
市
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

お
茶
は
直
接
的
・
間
接
的
に
現
在

の
菊
川
市
を
発
展
さ
せ
て
き
た
基
幹
産

業
で
あ
る
が
、
茶
価
の
低
迷
に
よ
り
産

業
と
し
て
の
魅
力
を
失
な
い
後
継
者
不

足
と
な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
菊
川
市
の
今
後
の
お
茶
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。先

人
達
の
努
力
に
よ
り
牧
之
原
台

地
の
開
拓
や
深
蒸
し
茶
の
製
法
開
発
、

茶
農
協
設
立
の
推
進
、
基
盤
整
備
の
実

施
な
ど
に
よ
り
全
国
有
数
の
茶
産
地
と

な
り
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
茶
価
の
低
迷
や
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
り
複
合
経
営
の
推
進
や
営
農

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

み
ど
り
21　
質
問
者
：
内
田　
隆

代　表

六郷地区センター
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
先
の
見
通
し
が
危

ぶ
ま
れ
る
中
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は

新
し
い
視
点
が
必
要
と
な
る
。
成
長
を

根
底
と
し
た
積
み
上
げ
の
再
評
価
、
無

駄
を
な
く
す
知
恵
を
使
っ
た
事
業
の
統

廃
合
、
ス
ピ
ー
ド
感
も
要
求
さ
れ
、
い

か
に
お
金
を
か
け
ず
に
成
果
を
上
げ
る

か
市
長
の
手
腕
に
期
待
し
て
質
問
す
る
。

ミ
ス
や
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
全
体

と
し
て
行
う
内
部
統
制
体
制
の
導
入
。

重
要
課
題
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
、縦
割
り

の
見
直
し
、よ
り
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ

る
Ｄ
Ｘ（
※
１
）や
危
機
管
理
等
に
外
部

の
専
門
家
登
用
な
ど
若
手
を
育
て
職
員

意
識
を
向
上
さ
せ
る
体
制
の
あ
り
方
は
。

専
門
性
・
多
様
性
が
求
め
ら
れ
業

務
が
拡
大
す
る
中
、
自
ら
の
創
意
工
夫

に
よ
る
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
で
き
な
い

の
で
は
な
く
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を

職
員
が
常
に
意
識
す
る
こ
と
で
今
ま
で

に
な
い
発
想
が
生
ま
れ
意
識
向
上
に
つ

な
が
る
。
専
門
職
、
多
様
な
人
材
の
活

用
な
ど
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
ち
の
課
題
を
市
民
が
自
分
事
と

し
て
考
え
る
機
会
を
整
え
る
対
話
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
は
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
※
２
）を
よ
り

充
実
さ
せ
市
民
が
参
加
し
や
す
く
気
軽

に
意
見
を
出
し
合
え
る
場
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
増
や
し
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

行
政
組
織
や
審
議
会
、
地
区
自
治

会
、
防
災
組
織
等
へ
の
女
性
の
登
用
や

多
様
性
に
つ
い
て
。

誰
も
が
性
別
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
活
躍
で
き
る
社
会
、
女
性
の
参
画
促

進
に
向
け
、
市
が
率
先
し
て
審
議
会
や

管
理
職
等
へ
女
性
を
登
用
し
、
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消

に
向
け
啓
発
に
取
り
組
む
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
や

障
が
い
者
等
の
支
援
、
小
中
学
校
や
自

治
会
が
連
携
し
実
際
に
役
立
つ
避
難
所

運
営
を
中
心
と
し
た
避
難
訓
練
な
ど
実

効
性
の
あ
る
防
災
・
減
災
対
策
は
。

個
別
計
画
の
更
新
と
あ
わ
せ
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
を
生
み
、
ま
た
平
常
時
か
ら
地

域
と
学
校
が
連
携
し
て
防
災
訓
練
計
画

や
防
災
体
制
整
備
な
ど
協
議
し
、
総
合

防
災
訓
練
の
中
で
も
実
効
性
あ
る
避
難

所
運
営
訓
練
を
実
施
す
る
。

文
化
・
菊
川
市
の
歴
史
へ
の
思
い
、

文
化
の
醸
成
は
。

市
の
文
化
や
歴
史
に
自
ら
触
れ
る

こ
と
、
学
ぶ
こ
と
で
感
動
を
生
み
、
生

活
に
潤
い
を
与
え
る
こ
と
で
郷
土
愛
の

醸
成
に
つ
な
が
る
。
文
化
振
興
計
画
の

事
業
見
直
し
や
情
報
発
信
の
強
化
を
図

り
、
貴
重
な
施
設
で
も
あ
る
文
化
会
館

ア
エ
ル
を
活
用
し
、
市
民
の
芸
術
文
化

や
歴
史
に
対
す
る
重
要
度
及
び
満
足
度

を
高
め
て
い
く
。

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

縦
と
横
の
連
携
を
重
ね
合
わ
せ
た
学
び

の
庭
構
想
な
ど
、
地
域
共
生
社
会
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
地
域
の

負
担
軽
減
は
欠
か
せ
な
い
。
行
政
か
ら

地
域
に
依
頼
し
て
き
た
委
員
選
出
や
役

割
の
整
理
、
事
務
の
見
直
し
に
取
り
組

む
。
学
び
の
庭
構
想
に
よ
る
学
舎
運
営

協
議
会
は
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

育
む
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
は
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取
得
施

設
の
拡
大
を
進
め
て
お
り
来
年
度
に
は

全
て
の
公
共
施
設
で
導
入
が
完
了
す
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ（
※
３
）宣
言
に

向
け
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

さ
ら
に
前
進
す
る
菊
川
市
の
可
能
性

�

市
民
ネ
ッ
ト　
質
問
者
：
倉
部　
光
世

代　表

文化会館アエル

※１「DX（デジタルトランスフォーメーション）」　進化したI T技術を浸透させることで、人々
の生活をより良いものへと変革させるという概念

※２「ワークショップ」　地域にかかわるさまざまな立場の人が自ら参加して、地域社会の課題
を解決するための改善計画を立てたり、進めていく共同作業。住民参加型の活動形態の一つ

※３「ゼロカーボンシティ」　2050年までにCO2（二酸化炭素）の排出量を実質ゼロにすること
を目指す旨（脱炭素化）を、市長もしくは地方公共団体から公表された市町村
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菊
川
市
に
お
い
て
も
、
い
よ
い
よ
始

ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
そ
の
詳
細
を
問
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
は
。

ワ
ク
チ
ン
は
人
口
割
合
に
よ
り
、

国
か
ら
県
、
県
か
ら
市
へ
配
分
さ
れ
る
。

４
月
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
が
静
岡
県
に

配
送
さ
れ
、
高
齢
者
の
接
種
が
開
始
さ

れ
る
。
接
種
方
法
は
、
市
内
指
定
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
と
、
文
化
会
館
ア

エ
ル
及
び
中
央
公
民
館
で
の
集
団
接
種

を
予
約
制
に
て
実
施
す
る
。
プ
ラ
ザ
け

や
き
内
に
、
相
談
窓
口
を
３
月
に
、
予

約
セ
ン
タ
ー
は
４
月
に
開
設
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
は
。
ま
た
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

16
歳
未
満
の
方
は
対
象
外
。
ま
た
、

接
種
日
に
発
熱
し
て
い
る
方
や
、
医
師

の
診
断
等
に
よ
り
接
種
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。
広
報
菊
川
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
周
知
す
る
。
更

に
、
送
付
書
類
へ
説
明
書
を
同
封
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
余
す
こ
と
な
く
有
効

な
接
種
を
行
う
た
め
人
員
調
整
は
す
る

か
。

事
前
予
約
で
把
握
し
た
数
を
配
送

す
る
た
め
過
不
足
は
生
じ
な
い
。
現
場

で
予
約
者
以
外
の
接
種
は
考
え
て
い
な

い
。

病
院
の
入
院
患
者
、
介
護
施
設
の

入
所
者
及
び
、
工
業
団
地
へ
医
療
チ
ー

ム
に
よ
る
巡
回
接
種
は
対
応
可
能
か
。

国
が
示
す
接
種
順
位
に
従
い
接
種

し
て
い
く
。
高
齢
者
施
設
等
で
は
嘱
託

医
師
や
連
携
医
師
に
よ
る
接
種
を
想
定

し
て
い
る
。
今
後
も
国
か
ら
の
情
報
に

注
視
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
風
水
害
発
生
時
の
行
動
指
標
と
な
る

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」の
活
用
は
、

市
民
の
命
を
守
る
重
要
な
事
項
と
考
え

運
用
方
法
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

令
和
３
年
度
の
施
政
方
針
の
中
で

「
快
適
な
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
へ
の
取
り
組
み
に
「
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
普
及
活
動
の
拡
充
」
が
あ

る
が
、
具
体
的
な
施
策
は
。

風
水
害
に
対
し
市
民
の
皆
さ
ん
へ

自
ら
が
身
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
の
よ
う
な

行
動
を
す
べ
き
か
伝
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
用
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
各
家
庭
へ
配
布
す
る
。

現
在
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内
の
支

川
流
域
は
浸
水
想
定
が
さ
れ
て
お
ら
ず

過
去
の
被
害
実
績
を
基
に
し
た
浸
水
実

績
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
作
業
は
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
か
。

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
洪

水
浸
水
想
定
区
域
の
ほ
か
、
昭
和
57
年

の
台
風
18
号
お
よ
び
令
和
元
年
の
台
風

19
号
の
浸
水
実
績
、
日
頃
の
備
え
等
を

記
載
し
た
冊
子
型
と
し
、
出
水
期
前
に

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

避
難
時
、
要
支
援
者
お
よ
び
高
齢

者
の
避
難
は
確
実
に
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
皆
さ
ん
の
避
難
移

動
に
つ
い
て
の
施
策
は
あ
る
か
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

し
、こ
れ
を
自
主
防
災
会
、民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
警
察
署
等
へ
情
報
提

供
し
、避
難
行
動
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
他
に
「
菊
川
市
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般
ど
う
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

小
林　
博
文
（
み
ど
り
21
）

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」の
活
用

坪
井　
仲
治
（
み
ど
り
21
）

防災ハザードマップ
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長
谷
川
市
長
は
、
県
や
近
隣
市
と
の

連
携
協
力
は
必
要
と
し
て
い
る
。
市
民

に
関
心
の
高
い
浜
岡
原
発
再
稼
働
問
題

が
あ
り
、
現
在
、
新
し
い
規
制
基
準
に

従
い
、
適
合
性
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
川
勝
静
岡
県
知
事
は
、「
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
分
も
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
再
稼
働
は
あ
り
得
な
い
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
る
。

広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
な
ど
、

県
・
近
隣
市
と
ど
う
連
携
を
し
て
い
く

か
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策

協
議
会
で
も
防
災
対
策
の
強
化
な
ど
を

国
・
県
に
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も
実

効
性
を
高
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策

協
議
会
に
お
け
る
事
前
了
解
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

最
低
で
も
御
前
崎
市
周
辺
４
市
の

意
見
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

市
民
の
意
向
を
正
し
く
把
握
す
る

に
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
審
議
会
を

設
置
し
判
断
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

市
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
会
の
意

見
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

菊
川
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
に

国
と
事
業
者
に
対
し
「
再
稼
働
の
是
非

は
３
つ
の
条
件
が
確
実
に
実
施
さ
れ
、

市
民
理
解
が
な
け
れ
ば
再
稼
働
は
認
め

な
い
」
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
て
い

る
が
見
解
は
。

議
員
の
皆
様
が
国
へ
提
出
し
た
も

の
で
あ
り
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
他
に「
暮
ら
し
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
菊
川
型
農
業
の
活
性
化
」に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
の
不
安
の
声
を
お
聞
き

し
た
水
害
に
つ
い
て
、少
し
で
も
被
害
軽

減
や
不
安
解
消
に
な
る
よ
う
質
問
し
た
。

令
和
元
年
の
大
雨
で
は
多
く
の
浸

水
被
害
が
あ
り
河
川
の
浚
し
ゅ
ん
渫せ
つ
・
拡
幅
な

ど
の
対
策
が
行
わ
れ
た
が
、
ど
れ
ほ
ど

浸
水
軽
減
に
な
っ
た
か
市
民
が
安
心
で

き
る
よ
う
、
他
市
で
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
説
明

で
き
な
い
か
。

国
で
は
河
川
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
を
公
表
し
て
お
り
、
事
業
効
果
の
周

知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
国
と
相
談
し
、

市
で
も
周
知
し
て
い
く
。

流
域
治
水
対
策
と
し
て
、
た
め
池

の
活
用
な
ど
で
被
害
軽
減
で
き
る
が
、

根
本
的
に
は
河
川
の
流
量
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
牛
渕
川
の
江
川
接
続
地
点
か

ら
下
流
の
国
安
ま
で
の
約
５
㎞
の
堤
防

内
部
の
片
側
を
直
角
に
変
え
る
な
ど
の

改
良
を
し
て
水
害
を
な
く
す
よ
う
な
提

案
は
で
き
な
い
か
。

堤
防
の
強
度
や
管
理
方
法
な
ど
課

題
が
多
い
。
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

整
備
計
画
に
基
づ
き
国
と
連
携
し
て
い

く
。

平
川
地
区
は
水
害
時
に
避
難
で
き

る
と
こ
ろ
が
少
な
い
た
め
、
赤
土
の
山

地
を
開
発
し
て
命
山
に
す
る
よ
う
な
検

討
は
で
き
な
い
か
。

台
風
や
大
雨
時
の
避
難
に
つ
い
て

は
分
散
避
難
を
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、

地
域
の
公
会
堂
や
公
民
館
、
親
類
、
友

人
宅
へ
避
難
す
る
よ
う
周
知
を
し
て
お

り
、
現
段
階
で
は
命
山
の
整
備
は
考
え

て
い
な
い
。

　
他
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
増
収
を

目
指
し
て
」、「
菊
川
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
活
用
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

一　般

一　般
水
害
対
策
を
問
う西

下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

浜
岡
原
発
再
稼
動
と
静
岡
県
と
の
連
携
に
つ
い
て

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）

牛渕川（赤土地内で撮影）
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菊
川
は
一
級
河
川
と
し
て
全
国
２
番

目
に
流
域
面
積
が
狭
く
雨
水
を
た
め
る

機
能
が
少
な
く
、
川
の
勾
配
が
緩
や
か

で
、
支
流
を
含
め
て
水
位
が
一
気
に
上

が
り
や
す
い
状
況
に
あ
る（
中
日
新
聞
）。

菊
川
流
域
に
対
し
て
ど
の
様
な
浸

水
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

根
本
的
に
は
本
線
の
川
の
水
位
を

下
げ
る
こ
と
が
第
一
、
他
に
堤
防
の
整

備
や
河
道
掘
削
、
そ
し
て
利
水
ダ
ム
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

政
策
討
論
会
か
ら
「
避
難
情
報
を

全
戸
へ
確
実
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
」
と
の
政
策
提
言
を
行
っ

た
が
。全

戸
へ
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
４
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
今
後
は
複
数
の
手
段

で
の
情
報
取
得
方
法
を
周
知
し
て
い
く
。

台
風
等
に
よ
る
倒
木
対
策
は
。

災
害
時
の
倒
木
に
よ
る
大
規
模
停

電
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
西
部
地
域
の

予
防
伐
採
推
進
連
絡
会
が
組
織
さ
れ
、

電
力
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
倒
木
に

よ
る
停
電
の
お
そ
れ
が
あ
る
樹
木
の
伐

採
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
を

図
る
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
伐
採
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
が
行
う
こ
と
が
基
本

で
あ
る
た
め
、
宅
地
な
ど
の
民
地
に
つ

い
て
の
支
援
制
度
構
築
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
事
前
伐
採
が
進
む
よ

う
地
区
防
災
連
絡
会
や
自
主
防
災
会
へ

改
め
て
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　
他
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」、「
原
子

力
災
害
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
流
域
治
水
イ
メ
ー
ジ

　
駅
北
開
発
構
想
に
つ
い
て
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結

果
か
ら
必
要
性
が
高
か
っ
た
橋
上
駅
舎

化
と
南
北
自
由
通
路
の
設
置
は
、
駅
北

開
発
構
想
の
実
現
に
最
も
重
要
な
施
設

と
位
置
づ
け
、
駅
整
備
構
想
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

Ｊ
Ｒ
菊
川
駅
整
備
計
画
に
対
す
る

新
市
長
の
考
え
は
。

南
北
自
由
通
路
は
、
鉄
道
に
よ
り

分
断
さ
れ
た
駅
南
北
の
動
線
と
し
て
、

南
北
市
街
地
の
均
衡
あ
る
発
展
に
寄
与

す
る
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
。
地
域
経

済
を
支
え
市
全
体
の
魅
力
向
上
、
人
口

減
少
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

最
も
重
要
な
施
設
と
考
え
る
。

事
業
費
の
試
算
割
合
は
。

国
庫
支
出
金
は
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
予
定
、
交
付
率
を
50
％
と

想
定
す
る
と
、
交
付
金
は
25
％
。
残
り

の
事
業
費
75
％
の
う
ち
90
％
程
度
に
起

債
を
充
て
る
。
そ
の
他
は
一
般
財
源
と

な
る
。
起
債
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
の

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
検

討
す
る
。
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
基
金

や
地
域
振
興
基
金
の
活
用
で
起
債
額
を

抑
え
後
年
度
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
は
。

通
常
の
ケ
ー
ス
で
は
工
事
協
定
の

締
結
か
ら
４
年
程
度
で
供
用
開
始
と
な

る
。
概
略
設
計
が
明
ら
か
に
な
る
来
年

度
の
秋
頃
に
説
明
で
き
る

　
他
に
「
保
育
の
待
機
児
童
対
策
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般
防
災
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

鈴
木　
直
博
（
み
ど
り
21
）

一　般
Ｊ
Ｒ
菊
川
駅
整
備
構
想赤

堀　
博
（
み
ど
り
21
）

ＪＲ菊川駅前

【出典：国土交通省ホームページ】
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財
産
区
と
い
う
既
得
権
益
を
認
め
る

考
え
方
は
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ

て
い
る
。
実
質
的
に
地
域
の
も
の
は
地

域
に
返
し
地
域
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な

い
も
の
を
ど
う
す
る
か
、
大
き
な
問
題

で
あ
り
考
え
方
を
整
理
す
る
意
味
で
質

問
し
た
。

市
が
保
有
し
て
い
る
市
有
地
の
中

で
、
財
産
区
に
権
利
を
認
め
て
い
る
市

有
地
は
ど
の
位
あ
る
の
か
。
ま
た
、
た

め
池
や
山
林
な
ど
費
用
の
掛
か
る
も
の

は
ど
の
位
あ
る
の
か
。

全
体
で
２
２
５
万
３
５
９
０
㎡
、

そ
の
内
手
入
れ
の
費
用
が
掛
か
る
市
有

地
で
台
帳
地
目
が
た
め
池
、
山
林
、
原

野
の
土
地
は
２
０
２
万
２
２
７
７
㎡
と

な
っ
て
い
る
。

財
産
区
に
つ
い
て
の
財
政
当
局
の

考
え
方
に
つ
い
て
。

財
産
の
保
有
が
続
く
限
り
財
産
区

は
存
続
す
る
。
合
併
時
に
「
財
産
に
係

る
権
利
を
有
す
る
者
が
あ
る
場
合
、
合

併
後
も
そ
れ
を
尊
重
す
る
」
と
の
覚
書

が
旧
両
町
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

民
間
の
感
覚
で
は
、
補
助
金
や
寄

付
金
の
類
は
贈
与
と
い
う
感
覚
。「
た

だ
で
く
れ
て
や
る
」
と
い
う
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。

手
間
の
か
か
る
土
地
を
市
で
は
管

理
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
振
興
費
と
い

う
形
で
地
元
に
管
理
を
依
頼
す
る
効
果

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

14
万
５
０
０
０
㎡
の
た
め
池
の
管

理
を
地
元
が
管
理
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
。

非
常
に
大
き
な
問
題
と
考
え
て
い

る
。
地
域
の
問
題
や
意
向
を
踏
ま
え
、

今
後
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
時
間

は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
研
究
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
有
地
の
中
に
宅
地
が
１
万
６
０�

０
０
㎡
あ
る
が
、
活
用
の
考
え
方
は
。

細
長
か
っ
た
り
条
件
の
悪
い
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
市
有
地
の
活
用
は
考
え

て
い
き
た
い
。

　
弱
者
や
団
塊
の
世
代
が
２
０
２
５
年

以
降
75
歳
以
上
と
な
り
、
医
療
・
介
護

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
住
ま
い
・
医
療
・
予
防
・
生

活
支
援
に
つ
い
て
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
を
願
い
質
問
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
医
療
を
め
ぐ
る

状
況
は
緊
迫
し
て
い
る
。
菊
川
市
立
総

合
病
院
及
び
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医

療
従
事
者
の
状
況
と
確
保
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
医
療
従
事
者
一

人
ひ
と
り
の
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
人
員
の
確
保
は
さ
れ

て
い
る
。
医
療
機
能
の
中
心
で
あ
る
治

す
医
療
、
超
高
齢
化
社
会
で
必
要
と
さ

れ
る
支
え
る
医
療
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
地
域
の
医
療
機
関
と
介
護
施
設
・
福

祉
機
関
と
の
連
携
を
推
し
進
め
る
つ
な

が
る
医
療
を
展
開
し
超
高
齢
化
社
会
へ

の
医
療
体
制
を
提
供
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
来
・
入
院
を

控
え
た
患
者
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
検

診
の
導
入
は
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
症
状
の
安
定

し
て
い
る
外
来
患
者
を
対
面
診
療
か
ら

電
話
再
診
に
変
更
す
る
な
ど
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
た
。
入
院
患
者
の
退
院
調

整
は
、
関
連
機
関
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
連
携
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
診
療
の
場
で
は
課
題
が

多
い
。
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
感
染

症
対
応
や
大
規
模
災
害
の
発
生
時
な
ど

の
臨
時
・
緊
急
的
な
診
療
補
助
手
段
と

し
て
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
へ
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

菊
川
市
で
は
、
申
請
に
よ
り
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
事

で
親
族
・
消
防
署
な
ど
の
緊
急
連
絡
先

へ
繋
が
る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
。

一　般

一　般
弱
者・高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

織
部　
ひ
と
み
（
み
ど
り
21
）

財
産
区
に
つ
い
て横

山　
陽
仁
（
み
ど
り
21
）
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荒
廃
農
地
対
策
と
茶
業
振
興
に
つ
い

て
問
う
。

現
在
、
市
内
の
茶
園
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
茶
園
面
積
と
、
耕
作
放
棄

さ
れ
た
茶
園
面
積
は
把
握
し
て
い
る
か
。

市
内
の
茶
園
面
積
は
、
１
３
３
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
農
地
全
体
の
荒
廃
農
地

面
積
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
13
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
増
加
し
て
い
る
。

茶
業
振
興
施
策
に
関
し
て
、10
年
・

20
年
先
を
見
据
え
た
方
針
は
。

高
い
意
識
と
技
術
を
持
ち
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者
も
お
り
、

こ
う
し
た
方
々
に
菊
川
市
の
茶
業
を
牽

引
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
荒
廃
農
地
の

解
消
や
雇
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

安
心
し
て
輸
出
で
き
る
防
除
・
農

薬
指
針
で
栽
培
し
て
も
ら
い
菊
川
茶
の

優
位
性
を
構
築
で
き
な
い
か
。

海
外
輸
出
に
関
し
て
は
、
個
別
相

談
会
や
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
静
岡
県
に
お
い
て
は
静
岡
茶
輸

出
拡
大
協
議
会
を
設
立
し
、
会
員
へ
の

情
報
提
供
や
研
修
会
、
商
談
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

荒
廃
農
地
対
策
と
し
て
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
や
荒
廃
農
地
再
生
・

集
積
促
進
事
業
費
補
助
金
が
多
く
の
人

や
団
体
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

め
な
い
か
。

申
請
事
務
の
指
導
に
関
し
て
は
、

交
付
金
の
活
用
を
希
望
す
る
団
体
に
対

し
必
要
書
類
の
記
載
方
法
や
事
務
手
続

に
つ
い
て
助
言
等
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
。

掛
川
市
で
は
「
家
ま
で
来
て
く
れ

る
」
予
約
型
（
デ
マ
ン
ド
型
）
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
長
野
県
飯
綱
町
で
は
安
価
な
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
利
便

性
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
を
同
時
に
達

成
し
た
。
菊
川
市
で
も
「
家
ま
で
来
て

く
れ
る
」
デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
導
入
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
運
行
す
る

こ
と
は
、
タ
ク
シ
ー
と
同
様
な
運
行
方

法
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
協
議
し

た
結
果
、
デ
マ
ン
ド
運
行
方
式
の
４
つ

の
分
類
の
中
か
ら
、
バ
ス
停
か
ら
バ
ス

停
ま
で
運
行
す
る
自
由
経
路
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
型
を
選
択
し
た
。
今
後

も
、
利
便
性
向
上
、
収
支
改
善
に
関
し

て
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
基
に
実
行
計

画
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

現
在
、
デ
マ
ン
ド
運
行
の
主
要
区

域
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
意
見
等
も
考
慮
し
、
令
和
４

年
度
中
に
令
和
５
年
度
以
降
の
運
行
に

つ
い
て
協
議
、
決
定
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　
他
に
「
菊
川
で
の
待
機
児
童
問
題
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般
「
家
ま
で
来
て
く
れ
る
」
予
約
型
交
通

渥
美　
嘉
樹
（
み
ど
り
21
）

菊
川
茶
の
振
興
と
荒
廃
農
地

渡
辺　
修
（
み
ど
り
21
）

荒廃農地再生と菊川の茶業
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市
政
運
営
の
考
え
方
、
予
算
大
綱
に

つ
い
て
伺
う
。

菊
川
駅
北
口
と
自
由
通
路
を
含
め

た
駅
北
地
域
の
費
用
対
効
果
の
確
認
を

し
て
い
る
か
。

来
年
度
の
当
初
予
算
で
整
備
効
果

の
検
証
を
行
う
予
定
。

予
算
大
綱
で
多
額
の
財
源
が
必
要

と
な
る
大
型
事
業
は
極
力
抑
え
る
と
あ

る
が
、「
駅
北
開
発
構
想
」
は
な
ぜ
大

型
事
業
に
入
ら
な
い
の
か
。

本
市
の
20
年
後
、
30
年
後
の
将
来

を
見
据
え
た
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
重

要
な
事
業
で
あ
る
。

裾
野
市
と
菊
川
市
は
似
て
は
い
る
。

標
準
財
政
規
模
は
裾
野
市
１
１
４
億
で
、

菊
川
市
は
１
１
３
億
。
30
年
度
の
数
値

で
、
財
政
力
指
数
、
裾
野
市
１
・
06
で

不
交
付
団
体
、
菊
川
市
は
０
・
76
。
地

方
債
残
高
も
裾
野
市
は
１
９
０
億
２
４�

０
０
万
、
菊
川
市
は
１
９
０
億
１
８
０�

０
万
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
と
こ
ろ
が
、

財
政
調
整
基
金
、
裾
野
市
は
45
億
３
０�

０
０
万
、
菊
川
市
は
23
億
７
８
０
０
万
。

非
常
に
似
て
い
る
。
裾
野
市
の
高
村
市

長
が
こ
の
よ
う
な
、
財
政
非
常
事
態
を

宣
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

裾
野
市
と
菊
川
市
の
場
合
、
大
き

な
違
い
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
る
。
中
身
と
し
て
は
、
裾
野
市
は
、

財
政
力
指
数
が
高
い
、
法
人
市
民
税
が

非
常
に
高
い
ま
ち
。「
市
民
も
ま
ち
が
豊

か
だ
と
い
う
認
識
が
強
い
」
と
い
う
高

村
市
長
の
考
え
が
新
聞
に
載
っ
て
い
た
。

菊
川
市
は
、
切
り
詰
め
た
中
で
や
っ
て

い
る
。
市
民
の
方
々
と
現
在
の
状
況
を

共
有
す
る
た
め
高
村
市
長
は
発
言
し
た

と
思
っ
て
い
る
。

　
他
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
11
月
27
日
付
、
産
経
新
聞
に
お
い
て

「
お
茶
で
新
型
コ
ロ
ナ
無
害
化
、１
分
で

最
大
99
％
」
と
い
う
見
出
し
の
新
聞
報

道
が
な
さ
れ
た
。
お
茶
の
効
能
や
お
い

し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
茶
業
振
興
の
実
現
と

緑
茶
を
通
じ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
抑
止
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
伺
う
。

当
市
に
お
け
る
茶
業
振
興
の
重
要

性
や
必
要
性
に
つ
い
て
市
長
や
執
行
部

の
考
え
は
。
ま
た
検
討
中
の
施
策
は
。

茶
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
と
し

て
成
長
し
て
き
た
。
今
後
も
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

　
茶
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
高
収
益
作

物
と
の
複
合
経
営
の
推
進
や
経
営
体
強

化
に
向
け
て
の
事
業
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
高
い
意
識
と
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者
へ
の

支
援
を
強
化
し
て
い
く
。
生
産
者
や
茶

商
、
Ｊ
Ａ
な
ど
茶
業
関
係
者
と
改
め
て

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
、
動
画
サ
イ
ト

な
ど
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー（
※
１
）と
の
連
携
に
よ

る
菊
川
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
効
果
が
あ

る
の
は
、
前
職
の
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の

と
き
に
大
変
経
験
し
て
い
る
。
や
り
方

に
よ
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
お
金
の
か
か
ら

な
い
広
報
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ
実
行
し
て

い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ（
※
２
）

で
広
く
寄
附
を
募
り
、
例
え
ば
子
ど
も

食
堂
や
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
に
お
茶

を
寄
附
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
可

能
か
。お

茶
の
寄
附
は
、
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
茶
業
委
員
会
で
小
学
校
や

幼
稚
園
に
贈
呈
し
、
新
聞
報
道
も
さ
れ

て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

活
用
は
委
員
会
や
会
議
の
席
で
紹
介
し

検
討
す
る
。

一　般

一　般
菊
川
市
の
茶
業
振
興
に
つ
い
て

須
藤　
有
紀
（
無
所
属
）

施
政
方
針
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

市内の茶畑

※１「インフルエンサー」　主にSNSでの情報発信によって世間や人の思考、
行動に対して大きな影響を与える人物

※２「クラウドファンディング」　インターネットを通じて不特定多数の人に
資金提供を呼びかけ、趣旨に賛同した人から資金を集める方法

菊川市議会だより 議会のひろば　13



議
会
豆
知
識

　「SDGs」最近世界的に
取り組んでいる目標です。

この言葉の意味を市民にもわかってもら
えるよう広めてほしい。

　議会改選後初の定例会、
新たな顔ぶれが市政、市

民の声を反映し、菊川市がより良くなる
ことを期待します。

　議会の中で押し問答も
ありますが、納得できな

い答弁であっても、議員一人ひとりがこ
れからの活動のなかで知見を増し、否定、
反対ではなく代案や改善等前向きな議論
を願います。

　議会についてあまり興味
がなかったが、議会のひろ

ばを読み、議員が菊川市民の事をしっか
りと考え、動いてくれているのだとよく
わかりました。

傍聴者より 傍聴者より

傍聴者より市民より

「
二
元
代
表
制
」

　
菊
川
市
を
含
む
地
方
自
治
体
で

は
、
国
の
議
院
内
閣
制
と
異
な
り
、

議
会
議
員
と
市
長
を
と
も
に
市
民

が
選
挙
で
選
ぶ
と
い
う
制
度
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
二
元
代

表
制
と
い
い
ま
す
。

　
国
単
位
で
言
い
換
え
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
等
の
大
統
領
制
と
似
て
い

ま
す
。
と
も
に
選
挙
で
選
出
さ
れ

た
２
つ
の
代
表
で
あ
る
市
長
と
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
市
長
と
対
等
の
機
関
と

し
て
、
自
治
体
運
営
の
基
本
的
な

方
針
を
決
定
い
わ
ゆ
る
議
決
を
し
、

そ
の
執
行
を
監
視
し
、
政
策
提
案

を
通
し
て
政
策
形
成
し
て
い
く
の

で
す
。

　
二
元
代
表
制
に
お
い
て
は
、
と

も
に
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
議

員
と
市
長
が
、
お
互
い
に
対
等
の

立
場
に
立
ち
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
市
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
市
民
に
対
し
て
政
治

責
任
を
負
う
こ
と
と
な
り
、
地
方

自
治
体
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
の
場
合
は
、
執
行
機
関
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
を

国
会
議
員
の
中
か
ら
国
会
の
議
決

で
選
ぶ
「
議
院
内
閣
制
」
を
取
っ

て
い
ま
す
。

≪皆さんの声をお聞かせください≫
 「議会のひろば」を読んだ感想や意見をお送りください。
もれなく菊川市議会特製“きくのんクリアファイル”を
プレゼント！！
●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp
●ＦＡＸ　（0537）35－2116
●郵送先　〒439-8650 静岡県菊川市堀之内61番地
　※議会への要望や意見なども受け付けています。

メール送信はこちらの
ＱＲコードを読み取る
と便利です

請願 施策
選挙

議決

議案提出

市民

議会
（議決機関）

市長
（執行機関）

14　菊川市議会だより 議会のひろば



きかせてママの声
菊川市に住むお母さんに
聞きました。

　結婚を機に菊川市へ移り住みました。
　菊川は公園や児童館、スーパーや病院も近くにあり、自
然も多く住みやすい街です。子育て支援サービスもしっか
りしているので、安心して子育てできます。
　子どもからお年寄りまでみんなが住みやすい、菊川のいい
ところを残しつつ、さらに発展していってほしいと思います。

� 井上　未菜子 さん 　　

Ｖｏｌ.21

編集後記
　コロナ禍にみまわれ１年が経過しました。３密回避への
自粛を強いられた生活が続いていますが、市民の皆様が待
望していた、アフターコロナに向けたワクチン接種が間も
なく開始されようとしています。一日も早いコロナ終息に
むけて市民の皆さんの更なる御協力をお願い申し上げます。
　そのような状況の中、菊川市の令和３年度における自治
体運営を決定する当初予算が可決成立し、新しいスタート
が切られました。多くの議論が展開された市議会の審査状
況について御報告申し上げます。　
　　� 　（編集委員　山下　修）

　６月定例会の予定  （各日とも午前９時～）
６月

１日（火）
議案の提案説明

２日（水）
10日（木）

一般質問
11日（金）
14日（月） 質疑・討論・採決・委員会付託
24日（木） 委員長報告・質疑・討論・採決
25日（金） 予備日

★６月中旬　
～７月下旬

議会ふれあいミーティング
「語ら座ぁ」（議会報告会）　　開催予定

※予定が変更になる場合がありますので、
　事前に議会事務局（35-0941）へご確認ください。

８月発行予定です。
（年４回発行）
� お楽しみに！

次回の議会のひろばは

表紙の写真

【無料】地域住民と自治体をつなぐアプリ「マチイロ」
菊川市議会だより「議会のひろば」も登録しています！

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体の持つ遊休スペースを有料広告枠として活用する

「財源確保支援サービス」などの自治体に特化したサービス

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約600自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

【無料】マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局

広
報すま

ほ
2

February
No.02

K O H O
SUMAHO

月号

【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年1月末日時点
★はコンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約750自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。

北海道

19

東北

28

関東

156

中部

147

近畿

95四国

22

九州・沖縄

102

中国

27

広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体に特化したサービスを展開
（広告事業、マーケティング事業、メディア事業、エネルギー次号）

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約750自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

無料行政情報アプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局

広
報すま

ほ
2

February
No.02

K O H O
SUMAHO

月号

【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年9月末日時点

★は公益社団法人日本広報協会「全国広報コンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約600自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。
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九州・沖縄
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広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

撮影地：七曲池南岸

菊川市の風景を紹介していきます。
菊川市観光協会主催
第８回　菊川市みどころフォトコンテスト
佳作作品
「梅雨明け」
吉野純久さん（菊川市）
の作品
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本会議・委員会などを傍聴
できます。開催日に議会事
務局へお越しください。

傍　聴

特定のことについて、議会
などに実情を訴え、適切な
措置を要請できます。

陳情・請願

委員会審査案件の審査経緯、
結果などについて、説明会
の開催を要求できます。

市民説明会

あなたもできるこんなこと！

請
願
書

●
議会だより編集委員会　委員長：西下 敦基　副委員長：織部ひとみ　委員：須藤 有紀、渡辺 修、小林 博文、山下 修
●
編
集
発
行
　
菊
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議
会
　
菊
川
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堀
之
内
61番
地
　
TEL 0537（

35）0941　
FAX 0537（

35）2116
●
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http://w

w
w
.city.kikugaw

a.shizuoka.jp/

処分するときは雑がみとして

リサイクルを！
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